
 

東京大学 国際標準プロアクティブエキスパート育成事業 

「原子力安全規制に関わる人材育成」に関する公開ワークショップ 

 

東京大学では、平成 28年度より原子力規制庁「原子力人材育成等推進事業費補助金」を

受け、「国際標準プロアクティブエキスパート育成」と題した原子力安全規制に係る人材育

成事業を実施してきました。本事業では、本学における広範な教育基盤に立脚した人材育成

プログラムを提示するとともに、福島第一原子力発電所事故の教訓を踏まえ、国際標準策定

活動、安全研究等に積極的に関与しうるプロアクティブな人材を育成することをその目的

としております。 

本事業が今年度で終了するにあたり、このたび、これまで 4年間の事業成果を概観すると

ともに、今後の規制人材育成のあり方について、来年 1 月に予定されている IAEA による

IRRS フォローアップミッションへの対応も含め公開で議論する場を設けさせていただくと

致しました。また、ワークショップ後半で実施するパネルディスカッションでは、本事業の

事業評価委員会（委員長：城山英明 東京大学教授）の委員の方もパネリスト等として迎え

ご意見をいただきながら、広く関係者で上記人材育成に係る課題を議論します。奮ってご参

加いただけますと幸いです。 

 

１．日時：2019年 11 月 7日（木）14:00～17:00（最大 30分延長） 

２．会場：東京大学工学部 2号館 1階 213号講義室 

 

３．詳細プログラム：  司会：岡本孝司（東京大学 教授） 

 

(1) 14:00-14:10 開会挨拶 関村直人（東京大学副学長、教授） 

(2) 14:10-14:40 国際標準プロアクティブエキスパート育成の目的と成果について 

 関村直人（東京大学副学長、教授） 

(3) 14:40-15:10 規制庁における IRRS対応、人材育成等に関する考え方（調整中） 

 金城慎司（原子力規制庁 人事課課長） 

(4) 15:10-15:25 休憩 

(5) 15:25-16:55 パネルディスカッション（予定） 

 司会 城山英明（東京大学 教授） 

 話題提供者に加えて、 

 中村武彦（JAEA 安全研究センター長）、 

 笠原直人（東京大学 教授）、他 

(6) 16:55-17:00 閉会挨拶 関村直人（同上） 

  



４．申込み 

電子メールで hrd@safety.n.t.u-tokyo.ac.jp に以下の情報を添えて申し込みください。 

1)氏名（ふりがな）、2)所属、3)連絡先（E-mail/電話） 

 

以上 

mailto:hrd@safety.n.t.u-tokyo.ac.jp

